(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　　項：公衆衛生費　　　目：食品衛生指導費
	事業名:調理技術向上事業補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

健康福祉部　生活衛生課　食品指導担当　電話番号：058-272-1111（内2564）
E-mail：c11222@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：500千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（社）岐阜県調理師連合会（以下「連合会」という。）が調理師の資質の向上並びに合理的な調理技術の発達を図るため実施する各種研修事業に対し補助を行い、その円滑な実施を推進するとともに、飲食店等の衛生管理の向上並びに県民の食生活の改善及び食育の発展を図る。
補助の対象となる連合会の研修等事業

ア　調理師大学講座
イ　調理技術講習会

ウ　料理師範認定事業

エ　調理技術コンクール

オ　調理師再教育講習会

カ　フグ処理講習会
キ　その他調理技術向上のために行う事業
	２　所要経費


補助金　500千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け

	

	２　これまでの取組状況


県では、昭和57年７月１日に「岐阜県調理師設置に関する指導要綱」を定め、調理師法第８条の２に基づく集団給食施設及び飲食店等における調理師の設置の推進、調理師の調理技術の向上等を図ってきた。
連合会は、県内18調理師会で構成され、会員数5,501人（平成23年5月現在）の公益法人で、集団給食施設及び飲食店等における調理師設置の推進、調理師の資質向上、飲食店等における食品衛生思想の普及等、県要綱に基づく施策の推進の一翼を担ってきた。

平成22年度に当該補助金を活用して、調理師の資質の向上並びに合理的な調理技術の発達を図るために連合会が実施した主な研修等事業の実施状況
・調理大学講座を県内２会場で開催し、計40人が参加
・第29回調理技術コンクールを開催し、日頃職場において研鑚した調理技術を駆使した料理81点が出展
・調理師の資質の向上を目的とした、調理師再教育講習会を県内４会場で開催し、計61人が受講
・平成22年度料理師範として４名を認定
	３　これまでの取組に対する評価


調理師として最新の知識及び技術を習得するには、継続した研修等が必要であり、その実施には調理にかかる高度な知識と技術を有する専門技術集団が必要である。

調理の知識の普及に関する講習会、展示会、調理技術の研究及び向上のための研究会など、連合会が実施する研修等事業について補助することにより、調理師の資質の向上並びに食品衛生の普及啓発の推進が期待できる。
岐阜県フグ取扱指導要綱に定めるフグ処理講習会は、食品の安全確保に必要不可欠であり、その開催には専門的な知識が必要である。フグ処理講習会は知事が指定する公益法人が実施することとなっており、本講習会を適正に実施できるのは県内においては連合会のみである。

県が連合会に業務委託している「ぎふの味・伝承名人認定コンクール」の参加資格は、前年度の調理技術コンクール上位入賞者としており、両事業は密接に関連している。また、両事業は、調理技術の研鑽及び県産品の普及に加え、県の食育の推進、観光との連携など県政との関連性が増してきている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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